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(54)【発明の名称】被覆ベルト用基材

(57)【要約】

【課題】長尺ニッププレスベルトの基布と高分子樹脂被

膜の結合を改善する。

【解決手段】高分子樹脂で被覆した糸を有するベースサ

ポート（base support）構造体を具備した長尺ニッププ

レスベルトであり、その糸を被覆するのに使用される高

分子樹脂材料には、そのベルトを被覆するのに使用され

る高分子樹脂材料に対する親和性があり、それゆえ、ベ

ルト上の被膜は基布との間で機械的に結合するだけでな

く化学的に結合する。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】シュー形式の長尺ニッププレスもしくはカ

レンダー用または他の抄紙アプリケーションおよび紙加

工アプリケーション用樹脂含浸エンドレスベルトであっ

て、前記樹脂含浸エンドレスベルトがベースサポート構

造体並びに前記ベースサポート構造体の内面および外面

の少なくとも一方の上の第二高分子樹脂材料被膜からな

り、

前記ベースサポート構造体には第一高分子樹脂材料被膜

10を有する被覆部品が含まれ、前記ベースサポート構造体

は前記内面、外面、縦方向および横方向を有するエンド

レスループ形をとり、

前記被膜は前記ベースサポート構造体に含浸してこれを

液体に対して不浸透性となし、前記被膜は滑らかであっ

て、かつ、前記ベルトの厚みを均一にし、前記第二高分

子樹脂材料は前記複数の被覆部品を被覆する前記第一高

分子樹脂材料に対して親和性を有し、その結果として、

前記第二項分子樹脂材料の前記被膜は前記ベースサポー

ト構造体の前記複数の被覆部品と機械的に結合するだけ

20でなく化学的に結合することを特徴とする前記ベルト。

【請求項２】前記第二高分子樹脂材料の前記被膜が前記

ベースサポート構造体の前記内面および外面上にあり、

前記内面および外面上の前記被膜が滑らかであり、かつ

前記被膜により前記ベルトの厚みが均一になることを特

徴とする請求項１に記載のベルト。

【請求項３】前記ベースサポート構造体の前記内面上の

前記被膜を砥石およびバフで研磨して前記ベルトの厚み

を均一にし、前記ベルトに所望の面特性を付与すること

を特徴とする請求項１に記載のベルト。

30【請求項４】前記内面および外面上の前記被膜を砥石お

よびバフで研磨して前記ベルトの厚みを均一にし、前記

ベルトに所望の面特性を付与することを特徴とする請求

項２に記載のベルト。

【請求項５】前記ベルトの前記外面上の前記被膜には複

数本の溝があることを特徴とする請求項２に記載のベル

ト。

【請求項６】前記ベルトの前記外面上の前記被膜には複

数個の盲孔があることを特徴とする請求項２に記載のベ

ルト。

40【請求項７】前記第一高分子樹脂材料および第二高分子

樹脂材料がポリウレタン樹脂材料であることを特徴とす

る請求項１に記載のベルト。

【請求項８】前記被覆部品に前記ポリウレタン樹脂材料

をその部品に結合するフェノール樹脂タイ被膜があるこ

とを特徴とする請求項７に記載のベルト。

【請求項９】前記ベースサポート構造体が複数本の経糸

と複数本の緯糸を織り込んだ構造体からなり、少なくと

も前記複数本の経糸と前記複数本の緯糸の中には前記第

一高分子樹脂材料の前記被膜を有する前記複数の被覆部

50品があることを特徴とする請求項１に記載のベルト。

【請求項１０】前記複数本の経糸と前記複数本の緯糸の

各糸は、ポリアミド、ポリエステル、ポリエーテルエー

テルケトン(PEEK)、ポリアラミドおよびポリオレフィン

樹脂からなる群から選ばれた高分子樹脂材料からできて

いることを特徴とする請求項９に記載のベルト。

【請求項１１】前記複数本の経糸と前記複数本の緯糸の

各糸は、モノフィラメント、積層モノフィラメント、マ

ルチフィラメント、積層マルチフィラメント、編み糸、

および組み糸からなる群から選ばれた糸変種の一つであ

10 ることを特徴とする請求項９に記載のベルト。

【請求項１２】前記ベースサポート構造体は複数本の糸

を組んだ構造体からなり、前記複数本の糸の中には前記

第一高分子樹脂材料の前記被膜を有する前記複数の被覆

部品があることを特徴とする請求項１に記載のベルト。

【請求項１３】前記組み構造体には複数枚の組み糸層が

あり、前記各層において層中の少なくとも１本の糸が近

隣層中へ伸びてその層との間で結合することを特徴とす

る請求項１２に記載のベルト。

【請求項１４】前記複数本の糸の各糸は、ポリアミド、

20 ポリエステル、ポリエーテルエーテルケトン(PEEK)、ポ

リアラミドおよびポリオレフィン樹脂からなる群から選

ばれた高分子樹脂材料からできていることを特徴とする

請求項１２に記載のベルト。

【請求項１５】前記複数本の糸の各糸は、モノフィラメ

ント、積層モノフィラメント、マルチフィラメント、積

層マルチフィラメント、編み糸、および組み糸からなる

群から選ばれた糸変種の一つであることを特徴とする請

求項１２に記載のベルト。

【請求項１６】前記ベルトがさらに複数本の強化糸から

30 なり、前記強化糸が前記ベースサポート構造体の前記横

方向に少なくとも１対の前記糸層間を伸びることを特徴

とする請求項１３に記載のベルト。

【請求項１７】前記複数本の強化糸の少なくとも一部は

前記第一高分子樹脂材料で被覆されていることを特徴と

する請求項１６に記載のベルト。

【請求項１８】前記複数本の強化糸の各糸は、ポリアミ

ド、ポリエステル、ポリエーテルエーテルケトン(PEE

K)、ポリアラミドおよびポリオレフィン樹脂からなる群

から選ばれた高分子樹脂材料からできていることを特徴

40 とする請求項１６に記載のベルト。

【請求項１９】前記複数本の強化糸の各糸は、モノフィ

ラメント、積層モノフィラメント、マルチフィラメン

ト、積層マルチフィラメント、編み糸、および組み糸か

らなる群から選ばれた糸変種の一つであることを特徴と

する請求項１６に記載のベルト。

【請求項２０】前記ベースサポート構造体は螺旋巻き布

細片からなり、前記布細片の幅は前記ベースサポート構

造体の幅よりも狭く、前記ベースサポート構造体におい

て前記布細片の重なり合うことなく突合せになっている

50 複数の折り返しが連続継目に沿って接合されており、前
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記布細片は織布、網目状不織布、ニット地および組み物

からなる群から選ばれていることを特徴とする請求項１

に記載のベルト。

【請求項２１】前記布細片は織布であり、前記織布は複

数本の経糸と複数本の緯糸を織り込んだ構造体からな

り、少なくとも前記複数本の経糸および前記複数本の緯

糸の中には前記第一高分子樹脂材料の前記被膜を有する

前記複数の被覆部品があることを特徴とする請求項２０

に記載のベルト。

10【請求項２２】前記複数本の経糸と前記複数本の緯糸の

各糸は、ポリアミド、ポリエステル、ポリエーテルエー

テルケトン(PEEK)、ポリアラミドおよびポリオレフィン

樹脂からなる群から選ばれた高分子樹脂材料からできて

いることを特徴とする請求項２１に記載のベルト。

【請求項２３】前記複数本の経糸と前記複数本の緯糸の

各糸は、モノフィラメント、積層モノフィラメント、マ

ルチフィラメント、積層マルチフィラメント、編み糸、

および組み糸からなる群から選ばれた糸変種の一つであ

ることを特徴とする請求項２１に記載のベルト。

20【請求項２４】前記布細片は網目状不織布であり、前記

網目状不織布は複数の十字交差部材から形成された構造

体からなり、前記複数の十字交差部材の中には前記第一

高分子樹脂材料の前記被膜を有する前記複数の被覆部品

があることを特徴とする請求項２０に記載のベルト。

【請求項２５】前記複数の十字交差部材は、ポリアミ

ド、ポリエステル、ポリエーテルエーテルケトン(PEE

K)、ポリアラミドおよびポリオレフィン樹脂からなる群

から選ばれた高分子樹脂材料からできていることを特徴

とする請求項２４に記載のベルト。

30【請求項２６】前記布細片はニット地であり、前記ニッ

ト地は複数本の糸を編んだ構造体からなり、前記複数本

の糸の中には前記第一高分子樹脂材料の前記被膜を有す

る前記複数の被覆部品があることを特徴とする請求項２

０に記載のベルト。

【請求項２７】前記複数本の糸の各糸は、ポリアミド、

ポリエステル、ポリエーテルエーテルケトン(PEEK)、ポ

リアラミドおよびポリオレフィン樹脂からなる群から選

ばれた高分子樹脂材料からできていることを特徴とする

請求項２６に記載のベルト。

40【請求項２８】前記複数本の糸の各糸は、モノフィラメ

ント、積層モノフィラメント、マルチフィラメント、積

層マルチフィラメント、編み糸、および組み糸からなる

群から選ばれた糸変種の一つであることを特徴とする請

求項２６に記載のベルト。

【請求項２９】前記布細片は組み物であり、前記組み物

は複数本の糸を組んだ構造体からなり、前記複数本の糸

の中には前記第一高分子樹脂材料の前記被膜を有する前

記複数の被覆部品があることを特徴とする請求項２０に

記載のベルト。

50【請求項３０】前記複数本の糸の各糸は、ポリアミド、

ポリエステル、ポリエーテルエーテルケトン(PEEK)、ポ

リアラミドおよびポリオレフィン樹脂からなる群から選

ばれた高分子樹脂材料からできていることを特徴とする

請求項２９に記載のベルト。

【請求項３１】前記複数本の糸の各糸は、モノフィラメ

ント、積層モノフィラメント、マルチフィラメント、積

層マルチフィラメント、編み糸、および組み糸からなる

群から選ばれた糸変種の一つであることを特徴とする請

求項２９に記載のベルト。

10 【請求項３２】前記ベースサポート構造体は複数枚の層

を有する積層構造体からなり、各層は織り構造体、組み

構造体、螺旋巻き布細片構造体、縦方向糸と横方向糸が

織り混ざっていない構造体および螺旋輪布構造体からな

る群から選ばれ、前記各層には第一高分子樹脂材料の被

膜を有する複数の被覆部品があり、前記複数の層同士は

熱と圧力で積層されていることを特徴とする請求項１に

記載のベルト。

【請求項３３】前記ベルトはさらに前記複数枚の層のう

ち２枚の層間の中間層からなり、前記中間層は前記第一

20 高分子樹脂材料のウエブであることを特徴とする請求項

３２に記載のベルト。

【請求項３４】前記ベルトはさらに前記複数枚の層のう

ち２枚の層間の中間層からなり、前記中間層は前記第一

高分子樹脂材料のフィルムであることを特徴とする請求

項３２に記載のベルト。

【請求項３５】前記複数枚の層のうち１層は機械上で継

ぎ合わせ可能な布であることを特徴とする請求項３２に

記載のベルト。

【請求項３６】前記ベルトはさらに前記ベースサポート

30 構造体に付着し、前記第二高分子樹脂材料の前記被膜内

に被包したステープルファイバーバットからなることを

特徴とする請求項１に記載のベルト。

【請求項３７】前記ステープルファイバーバットにおい

て前記繊維の少なくとも一部は前記第一高分子樹脂材料

で被覆されていることを特徴とする請求項３６に記載の

ベルト。

【請求項３８】前記ステープルファイバーバットの前記

繊維の少なくとも一部は前記第一高分子樹脂材料ででき

ていることを特徴とする請求項３６に記載のベルト。

40 【請求項３９】前記ベースサポート構造体は縦方向に配

向した糸の層および横方向に配向した糸の層からなり、

前記２層における前記糸同士は織り混ざることがなく、

前記２層のうち少なくとも１層における前記糸の中には

前記第一高分子樹脂材料の前記被膜を有する前記複数の

被覆部品があることを特徴とする請求項１に記載のベル

ト。

【請求項４０】前記ベースサポート構造体は螺旋輪布か

らなり、前記布を構成する螺旋輪の中には前記第一高分

子樹脂材料の前記被膜を有する前記複数の被覆部品があ

50 ることを特徴とする請求項１に記載のベルト。

( 3 ) 特開２００１－９８４８５
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【請求項４１】シュー形式の長尺ニッププレスもしくは

カレンダー用または他の抄紙アプリケーションおよび紙

加工アプリケーション用樹脂含浸エンドレスベルトであ

って、前記樹脂含浸エンドレスベルトがベースサポート

構造体、前記ベースサポート構造体に付着したステープ

ルファイバーバット並びに前記ベースサポート構造体の

内面および外面の少なくとも一方の上の第二高分子樹脂

材料被膜からなり、

前記ベースサポート構造体は内面、外面、縦方向および

10横方向を有するエンドレスループ形をとり、

前記ステープルファイバーバットの前記繊維の少なくと

も一部には第一高分子樹脂材料が含まれ、

前記被膜は前記ベースサポート構造体に含浸してこれを

液体に対して不浸透性となし、さらに前記ステープルフ

ァイバーバットを被包し、前記被膜は滑らかであって、

かつ、前記ベルトの厚みを均一にし、前記第二高分子樹

脂材料は前記ステープルファイバーバットに含まれる前

記第一高分子樹脂材料に対して親和性を有し、その結果

として、前記第二高分子樹脂材料の前記被膜は前記ベー

20スサポート構造体に付着した前記ステープルファイバー

バットと機械的に結合するだけでなく化学的に結合する

ことを特徴とする前記ベルト。

【請求項４２】前記第二高分子樹脂材料の前記被膜は前

記ベースサポート構造体の前記内面と外面の上にあり、

前記内面と外面の上の前記被膜は滑らかであり、かつ、

前記ベルトの厚みを均一にすることを特徴とする請求項

４１に記載のベルト。

【請求項４３】前記ベースサポート構造体の前記内面上

の前記被膜を砥石やバフで研磨して、前記ベルトの厚み

30を均一にし、それに所望の面特性を付与することを特徴

とする請求項４１に記載のベルト。

【請求項４４】前記内面および外面の上の前記被膜を砥

石やバフで研磨して、前記ベルトの厚みを均一にし、そ

れに所望の面特性を付与することを特徴とする請求項４

２に記載のベルト。

【請求項４５】前記ベルトの前記外面の上の前記被膜に

は複数本の溝があることを特徴とする請求項４２に記載

のベルト。

【請求項４６】前記ベルトの前記外面の上の前記被膜に

40は複数個の盲孔があることを特徴とする請求項４２に記

載のベルト。

【請求項４７】前記第一高分子樹脂材料および第二高分

子樹脂材料がポリウレタン樹脂材料であることを特徴と

する請求項４１に記載のベルト。

【請求項４８】前記ベースサポート構造体が複数本の経

糸と複数本の緯糸を織り込んだ構造体であることを特徴

とする請求項４１に記載のベルト。

【請求項４９】前記複数本の経糸と複数本の緯糸の各糸

は、ポリアミド、ポリエステル、ポリエーテルエーテル

50ケトン(PEEK)、ポリアラミドおよびポリオレフィン樹脂

からなる群から選ばれた高分子樹脂材料からできている

ことを特徴とする請求項４８に記載のベルト。

【請求項５０】前記複数本の経糸と複数本の緯糸の各糸

は、モノフィラメント、積層モノフィラメント、マルチ

フィラメント、積層マルチフィラメント、編み糸、およ

び組み糸からなる群から選ばれた糸変種の一つであるこ

とを特徴とする請求項４８に記載のベルト。

【請求項５１】前記ベースサポート構造体は複数本の糸

を組んだ構造体からなることを特徴とする請求項４１に

10 記載のベルト。

【請求項５２】前記組み構造体には複数枚の組んだ糸の

層があり、前記各層においてその少なくとも１本の糸は

隣接層中へ伸びて、その層と結合することを特徴とする

請求項５１に記載のベルト。

【請求項５３】前記複数本の糸の各糸は、ポリアミド、

ポリエステル、ポリエーテルエーテルケトン(PEEK)、ポ

リアラミドおよびポリオレフィン樹脂からなる群から選

ばれた高分子樹脂材料からできていることを特徴とする

請求項５１に記載のベルト。

20 【請求項５４】前記複数本の糸の各糸は、モノフィラメ

ント、積層モノフィラメント、マルチフィラメント、積

層マルチフィラメント、編み糸、および組み糸からなる

群から選ばれた糸変種の一つであることを特徴とする請

求項５１に記載のベルト。

【請求項５５】前記ベルトがさらに複数本の強化糸から

なり、前記強化糸が前記ベースサポート構造体の前記横

方向に少なくとも１対の前記糸の層間を伸びることを特

徴とする請求項５２に記載のベルト。

【請求項５６】前記複数本の強化糸の各糸は、ポリアミ

30 ド、ポリエステル、ポリエーテルエーテルケトン(PEE

K)、ポリアラミドおよびポリオレフィン樹脂からなる群

から選ばれた高分子樹脂材料からできていることを特徴

とする請求項５５に記載のベルト。

【請求項５７】前記複数本の強化糸の各糸は、モノフィ

ラメント、積層モノフィラメント、マルチフィラメン

ト、積層マルチフィラメント、編み糸、および組み糸か

らなる群から選ばれた糸変種の一つであることを特徴と

する請求項５５に記載のベルト。

【請求項５８】前記ベースサポート構造体は螺旋巻き布

40 細片からなり、前記布細片の幅は前記ベースサポート構

造体の幅よりも狭く、前記ベースサポート構造体におい

て前記布細片の重なり合うことなく突合せになっている

複数の折り返しが連続継目に沿って接合されており、前

記布細片は織布、網目状不織布、ニット地および組み物

からなる群から選ばれていることを特徴とする請求項４

１に記載のベルト。

【請求項５９】前記布細片は不織布であり、前記不織布

は複数本の経糸と複数本の緯糸を織り込んだ構造体から

なることを特徴とする請求項５８に記載のベルト。

50 【請求項６０】前記複数本の経糸および前記複数本の緯

( 4 ) 特開２００１－９８４８５
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糸の各糸は、ポリアミド、ポリエステル、ポリエーテル

エーテルケトン(PEEK)、ポリアラミドおよびポリオレフ

ィン樹脂からなる群から選ばれた高分子樹脂材料からで

きていることを特徴とする請求項５９に記載のベルト。

【請求項６１】前記複数本の経糸および前記複数本の緯

糸の各糸は、モノフィラメント、積層モノフィラメン

ト、マルチフィラメント、積層マルチフィラメント、編

み糸、および組み糸からなる群から選ばれた糸変種の一

つであることを特徴とする請求項５９に記載のベルト。

10【請求項６２】前記布細片は網目状不織布であり、前記

網目状不織布は複数の十字交差部材から形成される構造

体からなることを特徴とする請求項５８に記載のベル

ト。

【請求項６３】前記複数の十字交差部材は、ポリアミ

ド、ポリエステル、ポリエーテルエーテルケトン(PEE

K)、ポリアラミドおよびポリオレフィン樹脂からなる群

から選ばれた高分子樹脂材料からできていることを特徴

とする請求項６２に記載のベルト。

【請求項６４】前記布細片はニット地であり、前記ニッ

20ト地は複数本の糸をニット編みした構造体からなること

を特徴とする請求項５８に記載のベルト。

【請求項６５】前記複数本の糸の各糸は、ポリアミド、

ポリエステル、ポリエーテルエーテルケトン(PEEK)、ポ

リアラミドおよびポリオレフィン樹脂からなる群から選

ばれた高分子樹脂材料からできていることを特徴とする

請求項６４に記載のベルト。

【請求項６６】前記複数本の糸の各糸は、モノフィラメ

ント、積層モノフィラメント、マルチフィラメント、積

層マルチフィラメント、編み糸、および組み糸からなる

30群から選ばれた糸変種の一つであることを特徴とする請

求項６４に記載のベルト。

【請求項６７】前記布細片は組み物であり、前記組み物

は複数本の糸を組んだ構造体からなることを特徴とする

請求項５８に記載のベルト。

【請求項６８】前記複数本の糸の各糸は、ポリアミド、

ポリエステル、ポリエーテルエーテルケトン(PEEK)、ポ

リアラミドおよびポリオレフィン樹脂からなる群から選

ばれた高分子樹脂材料からできていることを特徴とする

請求項６７に記載のベルト。

40【請求項６９】前記複数本の糸の各糸は、モノフィラメ

ント、積層モノフィラメント、マルチフィラメント、積

層マルチフィラメント、編み糸、および組み糸からなる

群から選ばれた糸変種の一つであることを特徴とする請

求項６７に記載のベルト。

【請求項７０】前記ベースサポート構造体は複数枚の層

を有する積層構造体からなり、各層は織り構造体、組み

構造体、螺旋巻き布細片構造体、縦方向糸と横方向糸が

織り混ざっていない構造体および螺旋輪布構造体からな

る群から選ばれることを特徴とする請求項４１に記載の

50ベルト。

【請求項７１】前記ベルトはさらに前記複数枚の層のう

ち２層間の中間層からなり、前記中間層は前記第一高分

子樹脂材料のウエブであることを特徴とする請求項７０

に記載のベルト。

【請求項７２】前記ベルトはさらに前記複数枚の層のう

ち２層間の中間層からなり、前記中間層は前記第一高分

子樹脂材料のフィルムであることを特徴とする請求項７

０に記載のベルト。

【請求項７３】前記複数枚の層の１枚は機械継ぎ合わせ

10 可能な布であることを特徴とする請求項７０に記載のベ

ルト。

【請求項７４】前記ステープルファイバーバットにおい

て前記繊維の一部は前記第一高分子樹脂材料で被覆され

ていることを特徴とする請求項４１に記載のベルト。

【請求項７５】前記ステープルファイバーバットにおい

て前記繊維の一部に前記第一高分子樹脂材料をそれに結

合するフェノール樹脂のタイ被膜があることを特徴とす

る請求項７４に記載のベルト。

【請求項７６】前記ステープルファイバーバットにおい

20 て前記繊維の一部は前記第一高分子樹脂材料からできて

いることを特徴とする請求項４１に記載のベルト。

【請求項７７】前記ベースサポート構造体は縦方向に配

向した糸の層と横方向に配向した糸の層からなり、前記

２層の前記糸同士は織り混ざっていないことを特徴とす

る請求項４１に記載のベルト。

【請求項７８】前記ベースサポート構造体は螺旋輪布か

らなることを特徴とする請求項４１に記載のベルト。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

30 【発明の属する技術分野】本発明は、生地ウエブから、

特に抄紙機上で紙製品に加工するセルロース繊維質ウエ

ブから、水を搾り取るためのメカニズムに関する。特

に、本発明は、高分子樹脂で被覆され且つ不浸透性のベ

ースサポート（base support）構造体からなる不浸透性

ベルトであり、そのものには高分子樹脂被覆部品が含ま

れていてもよい。そのベルトは抄紙機上の長尺ニッププ

レス上で使用するように設計されている。そのベルトも

カレンダー掛けやシート転送などの抄紙アプリケーショ

ンや紙加工アプリケーションで使用することができる。

40 【０００２】

【従来の技術】抄紙プロセスでは、セルロース繊維質ス

ラリーを形成布上に沈積させてそこにセルロース繊維質

ウエブを形成する。このプロセスでは、そのスラリーか

ら多量の水が抜き出され、そのプロセスの後ではその新

たに形成されたウエブが圧縮部へ進行する。その圧縮部

には一連の圧縮ニップがあり、そこではそのセルロース

繊維質ウエブにそこからの水抜きを意図した圧縮力がか

けられる。最後にそのウエブは乾燥部へ進む。その乾燥

部にはそのウエブをその周辺に沿って案内する加熱乾燥

50 ドラムがある。その加熱乾燥ドラムにより蒸発を通じて

( 5 ) 特開２００１－９８４８５
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所望水準までそのウエブの水含量を低減する。その低減

によりそのウエブからの紙製品の製造が完了する。

【０００３】エネルギーコストの上昇により、そのセル

ロース繊維質ウエブが乾燥部に入る前に、そのウエブか

らできるだけ多くの水を除去することはさらに望ましい

ものとなった。その乾燥ドラムはしばしば内部から蒸気

で加熱され、特に多量の水をそのセルロース繊維質ウエ

ブから除去することが要求される場合には、関連するコ

ストはかなりの金額に上ることがある。

10【０００４】圧縮部には従来数対の隣り合った円筒状プ

レスロールで形成される一連のニップ群があった。近年

になって、数対の隣り合ったプレスロールで形成される

ニップ群の使用より長尺ニッププレスの使用が有利であ

るということが判明した。そのニップにおいてセルロー

ス繊維質ウエブに圧力を加える時間が長ければ長いほ

ど、そこではより多くの水が除去され、結果として、乾

燥部において蒸発を通じて除去されるウエブ内の水の量

は少なくなるというのがその理由である。本発明はシュ

ー形式の長尺ニッププレスに関する。この形式の長尺ニ

20ッププレスの場合、円筒状プレスロールと弧状圧力シュ

ーの間にそのニップが形成される。後者の弧状圧力シュ

ーには、その円筒状プレスロールの曲率半径に近い曲率

半径を有する円筒状凹面がある。そのロールとシューが

物理的に接近し合う場合、ニップが形成される。２本の

プレスロール間に形成されるニップに比べて、そのニッ

プは機械方向に５倍乃至１０倍も長くなることがある。

そのためにその長尺ニップにおけるそのセルロース繊維

質ウエブのいわゆる滞留時間が増加し、一方、圧縮力の

平方インチ当りの適切な圧力水準が維持される。この新

30しい長尺ニップ技術のおかげで、抄紙機上の従来型プレ

スニップに比べて、その長尺ニップにおけるそのセルロ

ース繊維質ウエブからの脱水量が飛躍的に増加した。

【０００５】ドート(Dutt) の米国特許第５，２３８，

５３７号公報に開示されているように、このシュー形式

の長尺ニッププレスには特殊なベルトが必要である。固

定圧力シュー越しの直接的な滑走接触から生じる加速摩

滅から、そのセルロース繊維質ウエブを支持、搬送しお

よびそれから脱水するプレス布を保護するように、この

ベルトを設計する。そのようなベルトには滑らかで不浸

40透性の面を付与しなければならず、そのベルトはその固

定シュー越しに潤滑油膜上に乗り、又はその上を滑走す

る。そのベルトはプレス布とほぼ同じ速度でそのニップ

を通過し、それによりそのプレス布のそのベルト面にお

ける摩擦量は最小になる。

【０００６】米国特許第５，２３８，５３７号公報に開

示されたようなベルトは、織り基布に合成高分子樹脂を

含浸させて作製する。その織り基布はエンドレスループ

形をとる。好ましくは、その樹脂から所定の厚みの被膜

を少なくともそのベルトの内面上に形成する。その結果

50として、その基布を織る糸（ヤーン）がその長尺ニップ

プレスの弧状圧力シュー部品と直接的に接触するのは回

避される。特にこの被膜には滑らかで不浸透性の面があ

り、その被膜はその滑らかになったシュー越しに容易に

滑走し、また、その潤滑油がそのベルト構造体を貫通

し、プレス布またはプレス布群、およびセルロース繊維

質ウエブを汚染するのを防止するものでなければならな

い。

【０００７】米国特許第５，２３８，５３７号公報に開

示されたベルトの基布は、モノフィラメント糸から単一

10 層織りまたは複数層織りで織ってもよいし、含浸材料が

全体としてその織物に染み込んでいくことができるよう

に十分に目を粗くして織ってもよい。このことにより最

終ベルトにいかなる空隙（void）も形成されないように

なる。このような空隙により、そのベルトとシューの間

で使用される潤滑剤がそのベルトを貫通し、そのプレス

布またはプレス布群およびセルロース繊維質ウエブが汚

染する。

【０００８】その含浸材料が硬化して固体状態になる場

合、その材料は主として機械的な結合によりその基布に

20 固定され、そこではその硬化含浸材料はその基布の糸

（ヤーン）を取り巻く。

【０００９】

【発明が解決しようとする課題】米国特許第５，２３

８，５３７号公報に開示されたベルトは、長尺ニッププ

レス上では耐久力があり、信頼性があり、耐久時間が長

く、一方、ベルト構造と製造方法の双方における改善が

連続してなされている。改善点のなかには、高分子樹脂

被膜が基布から剥離しないようにする必要性から強く推

進されたものがあり、基布と被膜の間の機械的な結合を

30 改善する手段に関連するものもある。他の改善点は基布

自体の構造に関連し、その基布をより強靭にしたり、そ

の基布が耐久力をより多く持つようにしたり、または所

与のアプリケーションに要求される正確な寸法の仕様書

に合わせたりしてその基布を設計したりする。さらに他

の改善点は被覆プロセスに関連し、その目的とするとこ

ろは、その基布への含浸を完全に行い、また、製造プロ

セスにおいてそのベルトの表裏をひっくり返す（内側を

外側にする）ステップを省略して、エンドレス形のその

基布の内面上に均一な厚みの高分子樹脂材料被膜を提供

40 することにある。

【００１０】本発明は、長尺ニッププレスベルトの基布

と高分子樹脂被膜の間の結合を改善する必要性に関す

る。特に、本発明は、高分子樹脂で被覆した糸を有する

ベースサポート（base support）構造体を具備した長尺

ニッププレスベルトであり、その糸を被覆するのに使用

される高分子樹脂材料には、全体としてそのベルトを被

覆するのに使用される高分子樹脂材料に対する親和性が

あり、それゆえ、ベルト上の被膜は基布との間で機械的

に結合するだけでなく化学的に結合する。さらに長尺ニ

50 ッププレスとして有用であるために、本発明は、カレン

( 6 ) 特開２００１－９８４８５
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ダー掛けやシート転送のような他の抄紙アプリケーショ

ンおよび紙加工アプリケーションにおいて使用すること

もできる。

【００１１】

【課題を解決するための手段】従って、本発明は、長尺

ニッププレス用樹脂含浸エンドレスベルトである。その

ベルトは長尺ニッププレスとシュー形式のカレンダーの

双方があいまってニップの形を定める円筒状プレスロー

ルと弧状圧力シューから構成されるので、そのベルトを

10シュー形式のカレンダー上で使用することができる。そ

の樹脂含浸エンドレスベルトはその弧状圧力シューと直

接的に滑走接触してそのニップを通過し、繊維質ウエブ

を、また、おそらくはその繊維質ウエブを支持するプレ

ス布またはプレス布群をその弧状圧力シューから分離し

て、それによりその弧状圧力シューとの直接的な滑走接

触による損傷から、また、その弧状圧力シュー上のどの

潤滑剤による汚染からも、その繊維質ウエブ、プレス布

またはプレス布群を保護する。ロールカレンダー上でま

たはシート転送ベルトとして、他の抄紙アプリケーショ

20ンまたは紙加工アプリケーション用にそのベルトを使用

することもできる。

【００１２】その樹脂含浸エンドレスベルトはベースサ

ポート（base support）構造体から構成され、その構造

体にはそのベルトを形成する複数の部品のなかでも、第

一高分子樹脂材料の被膜を有する複数の被覆部品が含ま

れることがある。そのベースサポート構造体は、内面、

外面、縦方向および横方向を有するエンドレスループ形

をとる。

【００１３】そのベースサポート構造体はいくつかの形

30をとりうる。一つの例では、そのベースサポート構造体

は米国特許第５，２３８，５３７号公報に示されるよう

な織り構造体であってよく、その教示内容はここに取り

入れてある。複数の経糸と複数の緯糸からそのような構

造体を織る。その構造体では、複数本の経糸と緯糸の少

なくとも一方の中には第一高分子樹脂材料の被膜を有す

る複数の被覆部品がある。

【００１４】第二の例では、そのベースサポート構造体

は複数本の糸(yarn) からの組み構造体で構成される。

その構造体では、複数本の糸(yarn) の中にはその第一

40高分子樹脂材料の被膜を有する複数の被覆部品がある。

例えば、その組み構造体は複数本の組み糸を有し、その

構造体の各層において、その少なくとも１本の糸が近隣

層の内部へ伸びて層同士を結合する。それゆえ、その層

群は結合し合った状態になり、層同士が分離することが

ない。そのような組み構造体はブルックシュタイン(Bro

okstein)らの米国特許第５，５０１，１３３号公報に開

示され記載されており、その教示内容はここに取り入れ

てある。また、そのような基布用組み構造体を有する樹

脂含浸エンドレスベルトは、ドート(Dutt)の米国特許第

50５，７７２，８４８号公報に開示され記載されており、

その教示内容もここに取り入れてある。

【００１５】第三の例では、そのベースサポート構造体

は螺旋巻き布細片から構成され、その構造体では、その

布細片の幅はそのベースサポート構造体の幅よりも狭

い。そのベースサポート構造体には、その布細片の重な

り合うことなく突合せになっている折り返しが複数個あ

り、その織り返しは連続螺旋継目に沿って接合されてい

る。その構造体はレックスフェルト(Rexfelt) らの米国

特許第５，３６０，６５６号公報に開示され記載されて

10 おり、その教示内容はここに取り入れてある。複数本の

経糸と複数本の緯糸からその布細片を織ってよい。その

布細片では、複数本の経糸と緯糸の少なくとも一方の中

には第一高分子樹脂材料の被膜を有する複数の被覆部品

がある。それに代わって、その布細片は、米国特許第

４，４２７，７３４号公報に開示されたような網目状不

織布であってもよく、また、ニット地(knitting)、レー

ス(lace)、網状織物(net) 、クローシェ(crochet)編

み、組み物(braiding)等を含めて、その部品糸間にオー

プンスペースを有する布であってもよい。その網目状不

20 織布またはそのニット地もしくは組み物の一部は第一高

分子樹脂材料で被覆されている。

【００１６】更に他の例では、その基布は縦方向に配向

した糸の層と横方向に配向した糸の層から構成され、そ

の２層中の糸は結合し合っていない。この形式の基布を

有するベルトはマツシジック(Matuschczyk) らの米国特

許第５，１１８，３９１号公報に開示され記載されてお

り、その教示内容はここに取り入れてある。その基布は

ゴーシエイ(Gauthier)  の米国特許第４，５６７，０７

７号公報に開示されている類の螺旋輪ベルトであってよ

30 く、その教示内容はここに取り入れてある。

【００１７】最後に、そのベースサポート構造体は複数

枚の層を有する積層構造体から構成され、各層は前記し

た６構造体の一つであり、各層には糸材料自体よりも低

い融点を有する第一高分子樹脂材料の被膜を具備する被

覆部品が複数ある。それゆえに熱と圧力を利用してその

複数枚の層を積層することができる。ニードリングと水

交絡(hydroentangling)  によりファイバーバットを貫

通させてその層同士を積層することができる。このよう

な場合には、少なくともそのバット中の繊維の一部はそ

40 の第一高分子樹脂材料から構成されるか、または、その

第一高分子樹脂材料で被覆される。そのベースサポート

構造体が積層構造体である場合、そのうち一層は機械継

ぎ合わせ可能なものである。

【００１８】いずれにしても、そのベースサポート構造

体の内面および外面のうち少なくと一方には第二高分子

樹脂材料の被膜がある。その被膜はそのベースサポート

構造体に含浸して、その構造体を油や水のような液体に

対して不浸透性にする。砥石やバフによる研磨により、

その被膜の表面は滑らかになり、そのベルトの厚みは均

50 一になる。その第二高分子樹脂材料は複数の被覆部品を

( 7 ) 特開２００１－９８４８５
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被覆する第一高分子樹脂材料に対して親和性を示す。結

果として、そのベースサポート構造体上の第二高分子樹

脂材料の被膜は、全体として、第一高分子樹脂材料の被

膜を有する、そのベースサポート構造体の被覆部品群と

機械的に結合するだけでなく化学的に結合し合い、およ

び／またはそのベースサポート構造体に接触する・第一

高分子樹脂からなるかまたはその樹脂で被覆されたバッ

ト繊維と機械的に結合するだけでなく化学的に結合する

ようになる。

10【００１９】以下に、列挙し認定した図面を参照して、

さらに詳細に本発明を記載する。

【００２０】

【発明の実施の形態】抄紙機上でセルロース繊維質ウエ

ブから脱水してこれを紙製品に加工する一つの長尺ニッ

ププレスが図１の側面図で示されている。そのプレスニ

ップ１０は滑らかな円筒状プレスロール１２と弧状圧力

シュー１４によってその形が定められている。その弧状

圧力シュー１４の曲率半径はその円筒状プレスロール１

２の曲率半径と同じである。円筒状プレスロール１２と

20弧状圧力シュー１４の距離は水力手段により調整する。

その手段はニップ１０の荷重を制御するために弧状圧力

シュー１４に操作可能に取り付けてある。滑らかな円筒

状プレスロール１２は弧状圧力シュー１４に調和して水

平横方向ニッププロフィールを得るための制御クラウン

ロールである。

【００２１】長尺ニッププレスベルト１６は閉ループ形

でニップ１０の先へ伸び、円筒状プレスロール１２を弧

状圧力シュー１４から分離する。プレス布１８と紙シー

トに加工されるセルロース繊維質ウエブ２０は、共に図

30１の矢印で示すように、ニップ１０を通り過ぎる。セル

ロース繊維質ウエブ２０はプレス布１８で支持され、ニ

ップ１０において滑らかな円筒状プレスロール１２と直

接的に接触する。セルロース繊維質ウエブ２０とプレス

布１８は、矢印で示すように、ニップ１０の先へ進行す

る。即ち、図１で示すように反時計回りに、長尺ニップ

プレスベルト１６はプレスニップ１０の先へ移動し、プ

レス布１８が弧状圧力シュー１４にもたれかかって滑走

するのを防ぎ、潤滑油膜上を滑走して通り過ぎる。従っ

て、長尺ニッププレスベルト１６は油に対して不浸透性

40でなければならず、それゆえ、プレス布１８とセルロー

ス繊維質ウエブ２０はそのことによっては汚染しない。

【００２２】本発明の長尺ニッププレスベルトも、図１

とは異なる形状を有する長尺ニッププレス上で有用であ

る。例えば、そのような長尺ニッププレスにはエンドレ

ス通路を移動する長尺ループを有する長尺ニッププレス

ベルトが含まれる。そのベルトはインテリアサポートロ

ールによりプレスの回りを引きずられまたプレス内部か

ら支持される。更に、２枚のプレス布はそれぞれセルロ

ース繊維質ウエブ２０の各側面上にあり、この配置また

50は他の配置で使用してもよい。最後に、本発明のベルト

もロールカレンダー用またはシューカレンダー用カレン

ダーベルトとして、また、シート転送ベルトとして使用

してよい。

【００２３】図２は長尺ニッププレスベルト１６の斜視

図である。そのベルト１６には内面２８と外面３０があ

る。外面３０の上では、そのベルト１６のベースサポー

ト構造体が見える。

【００２４】図３は他のベルト３２を例示する斜視図で

ある。そのベルト３２には内面３４と外面３６がある。

10 外面３６の場合、例えば、プレスニップ１０においてプ

レス布１８と繊維質ウエブ２０から絞り出される水を一

時的に蓄えるためにベルト３２の回りに縦方向に複数本

の溝３８がある。

【００２５】他の例として、水を一時的に蓄えるために

所望の幾何学的パターンで配列した複数個の盲孔がベル

トの外面に付与されている。図４は他のベルト４０を例

示する斜視図である。そのベルト４０には内面４２と外

面４４がある。ベルト４０を完全に貫通して伸びていな

いため、いわゆる盲孔４６と呼ばれる孔が複数個その外

20 面４４にある。

【００２６】図２、３および４に示される長尺ニッププ

レスベルト１６、３２、４０には複数の部品から形成さ

れるベースサポート構造体がある。そのベースサポート

構造体は、内面、外面、縦方向および横方向を有するエ

ンドレスループ形をとる。そのベースサポート構造体を

形成する複数の部品の中には複数の被覆部品がある。そ

の被覆部品は第一高分子樹脂材料で被覆され、例えば、

その材料はポリウレタン樹脂材料であってもよい。その

部品が糸(yarn)  である場合、当業者が使用する浸漬塗

30 装やクロスヘッド押出などの方法でその糸を被覆しても

よい。織り(weaving) 、編み(knitting) 、組み(braidi

ng)等でベースサポート構造体を組み立てた後、被膜を

付与して被覆糸としてもよい。

【００２７】被覆糸および未被覆糸自体は、当業者が抄

紙用具を生産するために使用する多様な糸のいずれかか

らできていてもよい。積層モノフィラメント、マルチフ

ィラメント、積層マルチフィラメント、編み糸および組

み糸も使用できるが、モノフィラメント糸が好ましい。

積層糸、組み糸または編み糸を使用する場合、全構成部

40 分を第一高分子樹脂で被覆しなくてもよい。例えば、二

つのモノフィラメント末端を撚り合わせたもの３対から

構成される積層モノフィラメント糸の場合、その３対の

うち２対を第一高分子樹脂で被覆し、残りの１対を被覆

しないでおいてもよい。ポリアミド、ポリエステル、ポ

リエーテルエーテルケトン(PEEK)、ポリアラミド（例え

ば、登録商標KEVLARおよび登録商標NOMEX ）およびポリ

オレフィン樹脂などの、抄紙用具用糸を一般に押出しま

たは生産する高分子樹脂のいずれかから、その糸ができ

ていてもよい。

50 【００２８】ポリウレタン樹脂材料でその糸を被覆する

( 8 ) 特開２００１－９８４８５
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場合、先ずその糸にフェノール樹脂被膜を付与してもよ

く、その被膜はタイ(tie) 被膜として作用し、そのポリ

ウレタンが硬化した場合、そのポリウレタン被膜をその

糸により効果的に固定する。そのような場合、好ましく

はそのポリウレタン被膜を適用する前に、フェノール樹

脂被膜を部分的に硬化させる（Ｂ段階）。

【００２９】第一の例では、そのベースサポート構造体

は米国特許第５，２３８，５３７号公報に開示されたよ

うな織り構造体であってよい。図２に示されるベルト１

10６がそのようなベースサポート構造体を有すると仮定す

れば、図５は、そのものの横（機械横断）方向に図２の

線５－５で示すように取った断面図である。その基布５

０は、側面から見て複数本の経糸(warp) ５２と断面図

で見て複数本の緯糸(weft)  ５４から構成される。その

経糸５２はそのベルト１６の横（機械横断）方向を向

き、その緯糸５４はそのものの縦（機械）方向を向き、

その基布５０がエンドレス織りされている様子を示して

いる。しかしながら、本発明の範囲内入るようにその基

布５０をエンドレス織りする必要はない。例えば、その

20基布を平織りし、織継目を具備したエンドレス形に接合

してもよく、その場合、経糸は縦（機械）方向を向く。

【００３０】図５で示すように、基布５０は多層織りで

織りこんである。複数本の経糸５２と緯糸５４の中には

複数本の被覆糸があり、その被覆糸は経糸５２と緯糸５

４のいずれかまたは双方であってもよい。図示された織

り以外の織りが使用され、そのものは本発明の範囲内に

入る。

【００３１】その基布５０にはその織り構造体の内部へ

ニードリングし、または絡み合わせるステープルファイ

30バーバット５６が含まれる。ポリアミドもしくはポリエ

ステルのような高分子樹脂材料、または抄紙用具産業に

おける当業者がこの目的に一般に使用する他の材料のい

ずれかからそのステープルファイバーバット５６を構成

してもよい。更に、その繊維はその糸を被覆する第一高

分子樹脂材料と同一のもので被覆してもよく、または、

それ自体が第一高分子樹脂材料から形成されていてもよ

く、その結果、含浸材料による固定は改善される。ポリ

ウレタン樹脂材料がその被膜である場合、その繊維はフ

ェノール樹脂で被覆してもよく、その樹脂は硬化時にタ

40イ(tie) 被膜として作用する。さらにまた、ポリウレタ

ン樹脂材料を適用する前にそのフェノール樹脂を部分的

に硬化させる（Ｂ段階）のが好ましい。

【００３２】少なくともその基布５０の内面には第二高

分子樹脂材料５８の被膜があり、その材料は基布５０に

含浸し、そのベルト１６を油や水に対して不浸透性にす

る。硬化後には、その第二高分子樹脂材料５８は砥石や

バフで研磨され、滑らかな面と均一な厚みを有するベル

ト１６が得られる。

【００３３】その基布５０を被覆する第二高分子樹脂材

50料５８は、複数本の被覆糸をまたはあるとすればステー

プルファイバーバット５６を被覆する第一高分子樹脂材

料に対して親和性を示す。実際、そのような親和性によ

り、第一高分子樹脂材料および第二項分子樹脂材料をし

て使用される材料の選択が決定される。必要な親和性を

有する他の高分子樹脂材料が全体としてその糸を被覆し

たりその基布５０を被覆したりするのに使用できるにも

かかわらず、前記二つの材料はポリウレタン樹脂材料で

あってもよい。いずれにしても、その親和性により、第

二高分子樹脂材料と、少なくとも糸の一部を、およびお

10 そらくはステープルファイバーバット５６の一部を、被

覆する第一高分子樹脂材料とが化学的に結合するように

なり、硬化した第二高分子樹脂材料と基布の糸の間にお

ける機械的な結合が補強される。

【００３４】一般に、そのベースサポート構造体は、第

二高分子樹脂材料がほとんど完全に含浸できるほど十分

に開放されたものであり、わずかな経糸および／または

緯糸の交差部分で形成される未含浸部である。その交差

部分は基布５０の未被覆側面の被膜上に露出していてよ

く、その側面上に残ることが多い。そのようなほとんど

20 完全な含浸により、仕上げされたベルト内部に好ましか

らざるボイド(void)が形成される可能性は除かれる。ベ

ルトと弧状圧力シュー間で使用される潤滑油がそのベル

トを貫通して、プレス布１８またはプレス布群および紙

に加工されるセルロース繊維質ウエブを汚染するので、

ボイドは特に好ましくない。更に、油が被膜を貫通する

場合、その被膜が基布から剥離する。

【００３５】第二の例では、そのベースサポート構造体

は組み構造体から構成され、その構造体は複数本の糸を

組んで作る。その糸の中には第一高分子樹脂材料で被覆

30 した複数本の糸がある。例えば、そのような組み構造体

は米国特許第５，５０１，１３３号公報の教示内容に従

って製造される。その公報では、層同士を組む多層組み

構造体が開示されている。層同士を組みことにより両者

が結合し合い、その結合により多層組み層が分離し合う

のが妨げられる。

【００３６】その層間の結合は直接的な結合であってよ

く、そこでは結合糸は近隣の第二層へ向けて第一層を通

過し、第二層において少なくとも１本の糸のそばを通過

する。

40 【００３７】代わりに、層間の結合は間接的な結合であ

ってよい。その結合では、結合糸は第一層から第二層を

通り、その構造体内において必ずしも隣接していない層

へ入り、その他の層においてストランド(strand)のそば

を通り、その第一層とその他の層を束ねるのに役立ち、

一度にその２枚の層を固定する。

【００３８】長尺ニッププレス用基布を製造するため

に、その組み構造体は中空で管状の形を取ってよい。長

尺ニッププレスベルトは据え付けする長尺ニッププレス

の寸法要件に依存し、エンドレス形の周囲を縦方向に測

50 定して約１０～４０フィート（おおよそ３～１２メート

( 9 ) 特開２００１－９８４８５
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ル）の長さを有し、その形を横方向に測定して約１００

～４５０インチ（おおよそ２５０～１１２５センチメー

トル）の幅を有するという事実を考慮して、その基布の

生産には、約３～１２フィート（約１～４メートル）の

直径および約１００～４５０インチ（おおよそ２５０～

１１２５センチメートル）の長さを有する円筒状組み主

軸が必要になる。

【００３９】長尺ニッププレスベルト用組み基布は米国

特許第５，７７２，８４８号公報に開示されている。前

10記したとおり、その基布には第二高分子樹脂材料でほぼ

完全に含浸するのに十分な開放性がなければならない。

その基布は前記したような種類のステープルファイバー

バットでニードリングしてよい。

【００４０】図６は、そのような組み基布６０の外面の

一部を示す平面図である。機械（縦）方向と機械横断

（横）方向が図中において示されている。糸６２、６４

は長尺ニッププレスベルトの機械方向に対して５°以下

の角度をなし、それゆえ、交差点６６では、それぞれ相

手に対して１０°以下の角度をなす。

20【００４１】図７は組み基布６０の縦方向または機械方

向(MD)にとった概略断面図である。布６０は第一組み層

６８と第二組み層７０からなり、二つの層は基布６０の

回りに左回りの螺旋形を明示する糸６４でその形が定ま

る。糸６２は基布６０の回りに右回りの螺旋形を明示

し、２枚の組み層６８、７０間を行ったり来たりして両

者を結合する。強化糸７２は、その組み構造体内部で基

布６０を横断しつつ案内される。そのプレスベルトがそ

のプレスの横末端上のリングを固定して保持するプレス

ジャケット形式である場合、その強化糸７２は特に重要

30である。

【００４２】第三の例では、そのベースサポート構造体

は、螺旋巻き織布細片から構成され、その構造体ではそ

の織布細片の幅は全体としてその基布の幅よりも狭い。

そのベースサポート構造体には、その織布細片の重なり

合うことなく突合せになった折り返しが複数あり、その

折り返しは連続継目に沿って接合されており、米国特許

第５，３６０，６５６号公報の教示に従って製造され

る。その布細片は複数本の経糸と複数本の緯糸から織り

込んである。その複数本の経糸と緯糸の中には第一高分

40子樹脂材料の被膜を有する複数本の被覆糸がある。

【００４３】図８は本例に属するベルト８０の斜視図で

ある。ベルト８０には内面８２と外面８４がある。外面

８４上には、基布８６とその螺旋連続継目８８が見え

る。その織布細片８０が基布８６の生産時に螺旋巻きさ

れているので、その細片と連続継目８８は明らかに縦

（機械）方向に対して小さな角度をなしている。図８に

おいて示すように、螺旋連続継目８８に平行な方向にと

った断面図には、図５においてすでに観察され議論され

たような外観がある。ただしこの場合には、経糸５２は

50ベルト８０の縦（機械）方向に対してわずかな角度をな

している。他のすべての点で前記した図５の議論はここ

でも同等に適用される。

【００４４】織布細片９０を螺旋巻きして基布８６を組

み立てる代わりに、ジョンソンの米国特許第４，４２

７，７３４号公報に開示されたような網目状不織布をこ

のように使用して、基布を組み立ててよい。その教示内

容はここに取り入れてある。そのような網目状不織布１

００の平面図は図９で示されている。網目状不織布１０

０は複数の十字交差部材１０２から構成される。

10 【００４５】代わりに、ニット地または組み物の細片を

このように螺旋巻きして基布を組み立ててよい。ニット

地１１０の平面図は図１０で示されている。そのニット

地１１０はステッチ(stitch)１１４を形成する絡み合い

ループ１１２のネットワークから構成される。組み物の

平面図には先に図６で示したような概観がある。

【００４６】この第三の例の変形では、網目状不織布１

００と少なくともニット地１１０および組み物における

糸の一部を第一高分子樹脂材料で被覆する。さらに、こ

の第三の例の特徴となる基布のすべては、前記した多様

20 なステープルファイバーバットでニードリングしてよ

い。

【００４７】最後に、そのベースサポート構造体は複数

枚の層を有する積層構造体から構成されてよい。各層は

前記した４構造体の一つであってよく、各構造体には第

一高分子樹脂材料で被覆した複数本の被覆糸がある。第

二高分子樹脂材料との間で化学的に結合させ全体として

その基布を含浸させることに加えて、各層における複数

本の被覆糸上の第一高分子樹脂材料被膜により、熱と圧

力を利用して、層同士を接合することができる。

30 【００４８】一般に、その層はすべて同一の形式の構造

体であってよく、すなわち、すべて織り構造体、ニット

編み構造体などであってよい。代わりに、異なった形式

の前記構造体を所望の順序で積層してベースサポート構

造体を形成してよい。複数の螺旋巻き布細片構造体同士

を積層する場合には、隣接した層同士を互いに反対の方

向へ螺旋巻きしてよい。更に、一枚の層は抄紙機上で継

ぎ合わせ可能な布構造体であり、他の層または層群は、

螺旋巻き布細片構造体のような、前記した構造体のいず

れかであってよい。

40 【００４９】複数枚の層の積層を可能にするために、基

布の積層構造体において各対間の中間層として第一高分

子樹脂材料のウエブまたはフィルムを提供してよい。代

わりに、第一高分子樹脂のウエブまたはフィルムは、積

層されていない基布の内面上または外面上にあってよ

い。おそらくは製造中にニードリングしたり、または突

き通したりする結果、そのようなフィルムまたはウエブ

は多孔性になり、第二高分子樹脂がそこを通過してその

基布に含浸することができなければならない。米国特許

第５，３６０，６５６号公報の教示内容に従って、基布

50 面または基布の層の面上にそのフィルムまたはウエブを

( 10 ) 特開２００１－９８４８５
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螺旋巻きしてよい。そのフィルムはポリウレタン性であ

り、厚みは０．５ｍｍであり、重さは３５０ｇ／ｍ
2  
で

ある。続いて、第一高分子樹脂のフィルムまたはウエブ

は被膜の第二高分子樹脂と化学的に結合する。

【００５０】はっきりさせるため、図１１はそのような

積層構造体を有する基布１２０の機械方向にとった断面

図である。基布１２０は第一層１２２と第二層１２４か

ら構成される。

【００５１】第一層１２２は二層織りまたはジュープレ

10ックス(duplex)織りで織り込んである。機械方向糸１３

０は第一層１２２として使用される機械継ぎ合わせ可能

な布における緯糸であり、継目ループ１３２を形成す

る。そのループはかみ合い、ピントル１３４を案内する

通路をもたらし、第一層１２２はエンドレス形になる。

機械横断方向糸１３６は第一層１２２を織るときの経糸

である。

【００５２】好ましくは第一層１２２が機械継ぎ合わせ

可能な布であるが、そのとおりである必要はない。抄紙

機上へ据え付ける際に、その層のおかげでそのベルトが

20エンドレス形に接合されるというのがその理由である。

【００５３】第一層１２２の内面に第二層１２４を接着

する。すなわち、より詳しくは、第一層１２２で形成し

たエンドレスループの内面に第二層１２４を接着する。

【００５４】第二層１２４は平織りのような単層織りで

あり、接合により織り継目を具備したエンドレス形にし

てもよく、またはエンドレス状に織りこんでもよい。第

二層１２４は機械方向糸１４０と機械横断方向糸１４２

から織りこむ。

【００５５】第一層１２２と第二層１２４は第一高分子

30樹脂材料のフィルム１５０で分離してもよい。そのフィ

ルム１５０には穿孔１５２があり、熱と圧力に応じて２

枚の層１２２、１２４における第一高分子樹脂材料で被

覆した糸に付着させてその２枚の層１２２、１２４を一

緒に保持することにより、その第一層１２２と第二層１

２４の積層を可能にする。

【００５６】そのベースサポート構造体は複数枚の層を

有する積層構造体から構成され、各層はエンドレスルー

プ形をとる。次に、その積層構造体は複数の繰り込みエ

ンドレスループから構成される。

40【００５７】一般に、ベースサポート構造体の両面は第

二高分子樹脂材料で被覆してよい。第二高分子樹脂材料

の硬化に続いて、そのようにして得られたベルトの内面

および外面を砥石やバフで研磨して、そのベルトに滑ら

かな面と均一な厚みを付与してよい。最後に、切断、切

り込み(scoring)、刻み付け(graving) もしくは穿孔に

より、例えばベルトの周囲に縦方向に複数本の溝または

プレスニップ１０における繊維質ウエブ２０から絞り出

される水の一時的貯蔵用の盲孔を具備した外面を提供し

てよい。

50【００５８】

【発明の効果】本特許請求の範囲から逸脱することなく

前記事項を変形することは当業者には自明である。例え

ば、これまでに記載したベースサポート構造体のすべて

に第一高分子樹脂材料で被覆した糸または網目状不織布

が含まれる。本発明に従って求めたベースサポート構造

体と高分子樹脂被膜の間の改良された結合は、第一高分

子樹脂材料で被覆された繊維または完全にその材料から

構成される繊維を有するステープルファイバーバットを

未被覆糸付帯基布に付着させて実現してよい。この変形

10 は本発明の範囲内にあるとみなされる。

【図面の簡単な説明】

【図１】長尺ニッププレスの側断面図である。

【図２】ベルトの斜視図である。

【図３】他のベルトの斜視図である。

【図４】更に他のベルトの斜視図である。

【図５】図２において線５－５でとった断面図である。

【図６】本ベルト用組み基布の外面の平面図である。

【図７】組み基布の縦方向または機械方向にとった概念

断面図である。

20 【図８】また別のベルトの斜視図である。

【図９】網目状不織布の平面図である。

【図１０】ニット地の平面図である。

【図１１】積層構造体を有するベースサポート構造体の

機械方向にとった断面図である。

【符号の説明】

１０    プレスニップ

１２    円筒状プレスロール

１４    弧状圧力シュー

１６    長尺ニッププレスベルト

30 １８    プレス布

２０    セルロース繊維質ウエブ

２８、３４、４２、８２    内面

３０、３６、４４、８４    外面

４６    盲孔

５０、１２０    基布

５２    経糸

５４    緯糸

５６    ステープルファイバーバット

５８    第二高分子樹脂材料

40 ６２、６４    糸

６８    第一組み層

７０    第二組み層

７２    強化糸

１００    網目状不織布

１０２    十字交差部材

１１０    ニット地

１１２    絡み合いループ

１１４    ステッチ

１２２    第一層

50 １２４    第二層

( 11 ) 特開２００１－９８４８５
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１３２    継目ループ

１３４    ピントル

１５０    フィルム

１５２    穿孔

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図８】

( 12 ) 特開２００１－９８４８５



【図６】

【図７】

【図９】

【図１０】
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